
可
観
小

蔵

倉

H
八

五
三
八

て
は
な
ら
ぬ
事
の
旨
荻
生
申
候
。
制
都
心
得
と
存
じ
ひ
た
と
及
問
答
候

得
共
、
絡
に
合
邸
不
仕
と
被
申
候
由
。
安
藤
針
馬
守
殴
よ
り
は
餓
程

定
数
可
有
之
と
、
珍
震
被
思
召
候
旨
被
仰
候
。
中
村
玄
綜
老
願
に

τ今

回
田
辺
智
を
御
部
じ
被
成
候
。
絡
に
御
よ
み
不
被
成
候
へ
ど
も
、
殺

り
た
る
事
も
有
之
間
敷
と
思
召
、
右
の
笠
に
任
せ
御
総
被
成
候
へ

ば
、
替
り
た
る
事
も
無
之
回
目
被
仰
候
。
此
得
の
御
物
語
共
承
り
、
半

時
計
罷
在
退
出
仕
候
。
駿
凄
雑
話
談
集
を
奔
談
仕
候
。
是
に
て
全
部

被
成
候
。
印
行
の
依
も
被
上
候
上
に
て
、
御
鋭
不
被
成
候
て
は
成
間

放
候
旨
被
仰
候
。
大
徳
岡
訟
の
併
も
、
御
吟
味
被
成
置
候
。
共
外
も

か
桜
の
類
御
座
候
得
共
、
何
も
か
も
先
御
指
止
被
成
候
て
、
右
冊
子

医
仰
，
借
り
被
成
候
由
。
御
諮
替
も
六

h
k
k
御
阿
世
也
、

一
月
に
三
度
宛

陀
候
。
孟
子
と
近
思
録
を
迭
陀
被
鱗
候
。
縫
衆
も
品
問
る
程
陀
御
座
候

相
刊
北
ハ
、
悠
志
の
衆
は
四
五
却
な
ら
で
蛙
…
之
候
。
御
役
人
余
の
内
に
て

は
、
誰
践
と
御
都
市
上
候
へ
ば
品口
て
無
之
候
。
役
人
裁
は
惣
て
閑
暇

知
之
、
す
き
と
名
利
の
場

r奔
走
の
み
の
由
。
良
一
回
剛
以
前
守
股
除
程

相
抽
何申
候
。

此
集
に
は
仁
義
の
役
・措
Mm
の
筑
・敬
の
設
な
ど
仰
向
出
候

て
、
別
て
親
切
成
俄
多
〈
御
座
候
。
惣
て
此
冊
子
回
訓
論
別
殺
を
御
警

戒
の
税
多

t
御
座
候
附
、
印
行
混
成
候
は
ピ
何
か
と
巾
も
の
北
ハ多
〈

可
有
之
候
。
共
段
巾
卜
融
へ
ば
、
先
生
も
左
様
に
被
思
召
候
旨
被
仰

候
。
以
上
。

務
問
宇
き
に
て
候
。
荻
生
惣
右
衛
門

へ
も
参
品
開
有
之
候
。
只
今
惣
右

衛
門
弟
子
の
内
も
、
罷
越
候
も
の
官
官
之
候
。
赴
は
彼
一
が
削
申
を
信
仰
と

''P 

巾
陀
て
は
無
之
候
。
荻
生
事
端
掃
を
好
候
て
平
生
節
を
吹
居
候
。
組
曲
A

と
巾
に
砲
は
織
に
て
候
。
孔
子
武
城
K
て
絃
献
の
践
を
主
主
給
ひ

て
、
そ
れ
に
付
て
子
滋
沼
子
小
人
間
申
h
唱
の
部
川
あ
り
。
此
越
と
一
耳
字
は

畿
の
都
民
候
。
浪
人
之
道
は
祭
に
在
之
都
の
旨
、
か
桜
成
妄
校
共
を

十
月
十
六
日

溢

E時

一
、
腿
容
の
届
山

巾
候
と
て
仰
笑
被
遊
候
。
右
の
泊
に
候
庭
、
黒
附
肢
も
祭
主
釘
み
被

巾
候
故
、
荻
生
並
弟
子
を
も
呼
被
巾
候
て
柴
の
詮
識
に
て
候
。
あ
ま

り
制
件
数
都
は
無
之
候
仰
共
、
よ
ほ
ど
族
問
は
好
み
被
巾
候
旨
御
酬

に
候
。
頃
日
も
荻
生
事
被
申
出
候
て、

出現品
化
策
質
-と
巾
事
、
副
中
間
に

建
て
損
亡
御
脂
之
方

紀
州
・勢
州
之
内
、
開
方
三
拾
笠
前
五
千
五
百
石
。

内
拾
拡
淵

ハ
千
武
百
五
石
川
mM荒。

十
八
市
内
九
千
三
百
五
石
大
傷
。
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